
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
は
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
）
に

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
こ
と
を
歯
科
界
に
紹
介
し
た
こ
の
湖
柳
生
と
い
う
。
ヘ

ソ
ネ
ー
ム
か
ま
た
は
本
名
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
湖
柳
生
と
は
一

体
い
か
な
る
経
歴
の
人
で
あ
ろ
う
か
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
野
口
英
世
（
湖
柳
生
）
が
わ
が
国
に
お
い
て
最
初
に

歯
科
に
お
け
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
紹
介
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）

昭
和
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日
、
大
阪
府
箕
面
公
園
に
野
口
英
世

銅
像
が
建
立
さ
れ
た
が
、
本
像
の
国
鉄
福
知
山
線
川
西
池
田
駅
よ

り
、
建
立
地
ま
で
の
搬
送
路
と
方
法
、
除
幕
者
に
つ
い
て
は
明
ら
か

で
な
い
。

今
般
、
搬
入
者
で
あ
る
、
箕
面
市
桜
五
ノ
ー
（
当
時
箕
面
町
議
）

阪
本
利
一
氏
よ
り
搬
送
に
つ
い
て
、
ま
た
、
除
幕
式
に
小
学
生
代
表

を
引
率
し
て
出
席
し
た
当
時
の
小
学
校
教
諭
よ
り
除
幕
者
に
つ
い
て

の
口
述
を
得
た
の
で
報
告
す
る
。

阪
本
氏
は
「
昭
和
三
十
年
十
一
月
初
め
、
当
時
の
上
田
藤
太
郎
町

会
議
長
よ
り
、
野
口
銅
像
を
箕
面
公
園
に
建
立
す
る
に
つ
い
て
、
川

西
池
田
駅
よ
り
建
立
地
ま
で
の
搬
送
を
依
頼
さ
れ
た
。
野
口
博
士
の

人
と
な
り
、
本
像
建
立
に
至
る
多
く
の
方
々
の
労
苦
に
感
激
し
、
一

町
民
と
し
て
こ
れ
を
受
諾
し
た
・
銅
像
建
設
会
よ
り
の
条
件
は
、
十
一

月
二
十
二
日
正
午
厳
守
で
、
阪
急
箕
面
駅
前
に
到
着
す
る
こ
と
で

野
口
英
世
箕
面
銅
像
搬
入
経
路
と
除
幕
者

石
原
理
年
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あ
っ
た
。
当
時
私
は
、
但
馬
牛
を
飼
っ
て
お
り
、
牛
車
は
、
京
車
を

持
っ
て
い
た
の
で
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
川
西
池
田
駅
ま

で
は
、
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
の
で
、
牛
の
角
に
化
粧
飾
り
等
を

し
て
、
午
前
四
時
、
同
僚
議
員
中
川
半
次
郎
（
故
人
）
と
と
も
に
私

宅
を
出
発
し
た
。
午
前
八
時
、
駅
長
室
で
受
領
手
続
き
を
完
了
、
牛

車
へ
の
積
込
み
を
行
っ
た
が
、
道
路
は
地
道
で
、
金
輪
を
は
め
た
木

車
輪
の
た
め
、
振
動
に
よ
る
破
損
を
避
け
る
細
心
の
注
意
を
払
っ

た
。
銅
像
の
試
験
管
を
握
っ
た
手
が
、
梱
包
よ
り
出
て
い
た
の
で
、

万
一
を
考
え
、
中
川
は
こ
れ
を
抱
い
て
牛
車
と
と
も
に
歩
い
た
。

経
路
は
、
駅
よ
り
猪
名
川
の
呉
服
橋
を
渡
り
、
池
田
市
に
入
る
。

池
田
本
通
、
渋
谷
村
よ
り
旧
呉
服
街
道
を
西
畑
、
東
畑
と
進
朶
、
石

澄
川
を
渡
り
新
福
村
に
入
る
と
箕
面
町
で
あ
る
。
こ
の
路
傍
で
昼
食

を
摂
り
、
箕
面
川
に
架
る
箕
橋
を
渡
っ
て
、
定
刻
、
箕
面
駅
前
広
場

に
待
機
中
の
広
瀬
建
設
会
長
、
箕
面
町
長
に
銅
像
到
着
の
報
告
を
し

た
。
歓
迎
花
火
が
打
上
げ
ら
れ
る
等
た
い
へ
ん
な
騒
ぎ
の
中
、
牛
車

に
は
標
旗
が
た
て
ら
れ
、
紅
白
の
綱
が
繋
が
れ
る
等
し
た
後
、
町
内

小
中
学
生
代
表
の
手
で
、
綱
が
曳
か
れ
、
牛
車
は
歓
迎
者
と
と
も
に

滝
道
を
建
立
地
に
登
っ
た
。

琴
の
家
横
の
滝
道
よ
り
建
立
地
高
台
ま
で
、
二
○
メ
ー
ト
ル
の
急

坂
搬
入
は
、
丸
太
材
に
よ
る
『
コ
ロ
』
を
使
用
、
台
石
製
作
者
『
石

清
』
と
植
木
職
佐
茂
伊
三
郎
に
よ
り
、
吾
々
も
手
伝
っ
た
」
と
述
べ

た
。

除
幕
式
は
十
一
月
二
十
七
日
、
本
像
前
で
挙
行
さ
れ
、
来
賓
と
し

て
、
建
設
会
名
誉
会
長
大
阪
府
知
事
代
理
、
石
塚
三
郎
野
口
英
世
記

念
会
理
事
長
、
福
島
東
京
歯
科
大
学
長
ら
が
出
席
し
た
。
式
次
第

は
、
開
式
の
辞
、
修
祓
、
除
幕
（
放
鳥
）
、
神
事
、
献
花
、
閉
式
の
辞

と
あ
り
、
続
い
て
、
建
立
台
地
下
の
、
滝
安
寺
広
場
で
、
記
念
式
典

が
催
さ
れ
、
石
塚
三
郎
に
よ
る
記
念
講
演
と
、
児
童
代
表
に
よ
る
、

沖
広
正
人
作
詞
「
母
子
舞
扇
」
披
露
等
と
祝
宴
が
行
わ
れ
た
。

森
下
薫
は
「
箕
面
琴
の
家
の
野
口
博
士
と
南
川
光
枝
」
（
『
日
本
医

事
新
報
』
二
一
三
二
号
）
、
「
箕
面
琴
の
家
野
口
博
士
ｌ
南
川
光
枝
さ

ん
は
語
る
」
（
『
あ
る
医
学
史
の
周
辺
』
昭
和
四
十
七
年
、
日
本
新

薬
）
に
お
い
て
、
銅
像
搬
入
に
つ
い
て
、
「
運
ば
れ
た
銅
像
は
駅
前

（
箕
面
）
で
荷
車
に
積
み
か
え
ら
れ
、
箕
面
小
学
校
の
児
童
代
表
の

手
で
建
設
地
ま
で
運
ば
れ
た
」
と
述
べ
、
除
幕
者
に
つ
い
て
は
、
前

記
で
は
南
川
光
枝
、
後
記
で
は
小
学
校
児
童
と
し
て
い
る
が
、
搬
入

法
に
つ
い
て
は
、
阪
本
氏
の
口
述
お
よ
び
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日

付
、
朝
日
新
聞
北
摂
版
の
当
該
記
事
と
異
な
り
、
除
幕
者
に
つ
い
て
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戸
祭
正
男
に
よ
る
と
、
森
下
薫
が
野
口
研
究
を
始
め
た
の
は
、
昭

和
三
十
七
年
、
第
六
回
野
口
英
世
記
念
医
学
賞
受
賞
以
後
と
し
て
い

致
す
る
。

も
、
統
一
が
な
い
。

除
幕
式
当
日
、
参
加
小
学
生
を
引
率
出
席
し
た
、
当
時
の
箕
面
小

学
校
柏
木
博
久
、
箕
面
北
小
学
校
浅
田
英
毅
教
諭
、
箕
面
校
長
会
代

表
久
住
武
雄
校
長
の
口
述
に
よ
る
と
、
除
幕
式
に
は
、
町
内
各
小
学

校
の
児
童
会
生
徒
代
表
三
’
四
名
ず
つ
が
出
席
し
、
中
学
校
は
搬
入

に
加
わ
り
、
除
幕
に
は
参
加
し
て
い
な
い
と
い
う
。
除
幕
は
、
出
席

小
学
生
ら
に
よ
っ
た
が
、
特
定
児
童
で
な
く
、
皆
で
綱
を
曳
い
た
、

と
述
べ
て
い
る
。
搬
入
に
つ
い
て
、
現
箕
面
市
教
委
永
井
兵
衛
学
務

課
長
代
理
は
「
私
は
当
時
箕
面
北
小
六
年
生
で
、
銅
像
搬
入
当
日
は

修
学
旅
行
中
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
旅
行
に
不
参
加
の
同
級
生
五
、
六

名
が
こ
の
搬
入
に
参
加
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

当
該
、
朝
日
新
聞
撮
影
の
報
道
写
真
を
見
る
と
、
搬
入
時
に
つ
い

て
は
、
制
服
制
帽
の
男
子
中
学
生
に
混
じ
っ
て
、
明
ら
か
に
小
学
生

と
見
え
る
女
子
児
童
数
名
を
見
る
。
除
幕
式
に
つ
い
て
は
、
参
列
児

童
に
年
齢
較
差
を
見
る
の
で
魂
い
ず
れ
も
、
前
記
教
諭
の
口
述
は
正

し
い
と
考
え
ら
れ
、
阪
本
氏
の
口
述
も
、
朝
日
新
聞
報
道
記
事
と
合

る
の
で
、
本
像
建
立
時
、
森
下
は
こ
の
諸
行
事
に
参
加
し
て
い
な
い

し
、
森
下
自
身
、
前
記
二
著
で
南
川
よ
り
の
聞
取
り
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
本
像
は
、
川
西
池
田
駅
よ
り
阪
本
氏
ら
に
よ
っ
て
、

牛
車
で
前
記
経
路
を
阪
急
箕
面
駅
に
至
り
、
同
駅
前
よ
り
建
立
地
ま

で
は
、
同
牛
車
で
牛
と
と
も
に
小
中
学
生
に
曳
か
れ
た
。
除
幕
は
、

小
学
生
代
表
に
よ
り
南
川
光
枝
ら
も
加
わ
っ
て
、
綱
を
曳
い
た
の
で

は
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
解
明
を
試
み
る
。

本
調
査
は
、
長
門
谷
洋
治
、
古
西
義
麿
各
氏
に
学
恩
を
受
け
た
。
深
謝
し

ま
す
。

（
京
都
大
学
生
体
振
動
学
教
室
）
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